
長野県内の道路の老朽化の状況

平成２８年３月１８日（金）

関東地方整備局 長野国道事務所

道路構造保全官 高橋 明

平成28年3月18日
道路の老朽化対策に関する講演会



国⼟交通省 関東地⽅整備局全国の点検実施状況

道路局 道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局

橋梁の建設後の経過年数（関東地方整備局全体）
関東地方整備局が管理する道路橋2,780箇所のうち、全体の34％にあたる約940箇所が一般に高度経済成長期

と言われる1955年から1973年にかけて建設されています。今後これらの橋梁の高齢化が一層進展していくこと
から、多額の修繕・架替え費用が集中的に必要となることが懸念されます。

橋梁箇所数
累積

橋長15m以上

橋長15m未満

凡 例

建設年度別の橋梁箇所数の分布
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(平成25年4月1日時点）

建設後50年以上の橋梁
建設後50年未満の橋梁

建設後50年以上の橋梁箇所数の増加

【現在】
(2013年度) 【20年後】(2033年度)【10年後】(2023年度)

※橋長2m以上対象

建設後の経過年数内訳

※橋長2ｍ以上対象
(平成25年4月1日現在)

直轄国道の⽼朽化の現状



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－１ 長野県内全橋梁の建設後経過年数１－１ 長野県内全橋梁の建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要

22,684箇所

H27.7時点

※橋長2m以上対象



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－２ 長野県内全トンネルの建設後経過年数１－２ 長野県内全トンネルの建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－３ 長野県内全シェットの建設後経過年数１－３ 長野県内全シェットの建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要

H27.７時点



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－４ 長野県内全大型カルバートの建設後経過年数１－４ 長野県内全大型カルバートの建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要

275
箇所

H27.７時点



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－５ 長野県内全横断歩道橋の建設後経過年数１－５ 長野県内全横断歩道橋の建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要

287
箇所

H27.7時点



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

１－６ 長野県内全門型標識の建設後経過年数１－６ 長野県内全門型標識の建設後経過年数

１ 県内道路施設の概要

198
箇所

H27.7時点



国⼟交通省 関東地⽅整備局橋梁点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計
※橋長２ｍ以上対象

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局トンネル点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局シェット点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局⼤型カルバート点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局横断歩道橋点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局⾨型標識点検計画

機 関 割 合

年 度 割 合

各機関年度計画

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

国土交通省

高速道路会社

県市町村

（道路公社含む）



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 橋梁点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計
※橋長２ｍ以上対象

橋梁点検結果

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 トンネル点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

トンネル点検結果

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 道路附属物等点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

道路付属物はシェット、大型カル
バート、横断歩道橋、門型標識
等の計

道路附属物等点検結果

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 シェット点検結果

シェット点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 ⼤型カルバート点検結果

大型カルバート点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 横断歩道橋点検結果

横断歩道橋点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度 ⾨型標識点検結果

門型標識点検結果

H27.3.31現在
長野県道路メンテナンス会議集計

※全国値は道路局道路メンテナンス年報より



平成26年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（⻑野県）

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

長野県
南箕輪村

横断歩道橋
桜香丘歩道橋

村道5号線 1982 横断歩道橋部分裾隠し板を止めているボルトナットの緩み
平成26年12月ボルトナット
取付、緩み対策を実施済

長野県
長野市

道路標識１ 市道朝陽３７３号線 不明 支柱基部固定アンカーボルトの破断
平成27年4月にアンカーボル

トの更新を実施済

○道路附属物等

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

長野県
松本市 矢久橋 市道召田旧道1号線 1950 主桁・横桁の剥離と鉄筋露出、床版の変色と劣化

現在、通行止め
迂回ルートがあるため修繕及

び更新は未定

長野県
松本市 島々谷5号橋 市道島々5号線 1965 上部構造の腐食、下部構造の変形、欠損、支承の機能障害

現在、通行止め
一般車両の通行がないため、

修繕及び更新は未定

長野県
松本市 湯川1号橋 市道沢渡2号線 1935 上部構造の腐食、支承の機能障害

現在、4t規制中
迂回ルートがあるため修繕及

び更新は未定

長野県
中野市 向権現木橋 市道高丘６号線 1960

伸縮遊間の異常
地覆剥離

現在、2t規制中
平成28年度補修工事実施予

定

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措
置を講ずべき状態

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁

○ 平成26年度の判定区分Ⅳの施設は６施設あり、２施設は修繕済、１施設は平成２８年に修繕を予定、
残り３施設は、通行規制等を継続して実施



国⼟交通省 関東地⽅整備局平成２６年度の判定区分Ⅲの内訳（橋梁)

・１橋梁で複数Ⅲ判定とした橋梁もある。
・Ⅲ判定とした主要部材ごとの橋梁数を以下の表に⽰す。

○Ⅲ判定損傷の内訳

・主要部材別では、「床版」、「主桁」、「下部⼯」、
「⽀承」の損傷をⅢ判定した橋梁が多い。

主桁 横桁 床版

　　　箇所 　　　箇所 　　　箇所 　　　箇所 　　　箇所 　　　箇所
腐食、ひびわれ、剥離・鉄筋
露出、漏水・遊離石灰等

腐食、漏水・遊離石灰、防食
機能の劣化等

腐食、ひびわれ、隔離・鉄筋
露出、漏水・遊離石灰等

腐食、ひびわれ、剥離・鉄筋
露出、洗掘等、防食機能の劣
化等

腐食、遊間の異常、沈下・移
動、傾斜、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの不良、
防食機能の劣化等

舗装の異常、漏水・滞水、伸
縮装置の腐食等

下部構造 支承部 その他
上部構造

40 1470 3810 38

腐食、ひびわれ、剥離
、鉄筋露出、漏水・遊
離石灰等

腐食等 ひびわれ、剥離、鉄筋
露出、洗掘等

腐食、沈下、移動、傾
斜等

舗装の異常、伸縮装置
の遊間異常、高欄腐食
、地覆部のひびわれ、
剥離、鉄筋露出等

腐食、ひびわれ、剥離
・鉄筋露出、漏水・遊
離石灰等



国⼟交通省 関東地⽅整備局

2014 2015 2016 2017 2018
Ａ橋 一般国道 Ａ路線 32 1962 52 2010 Ｃ 床版打換 定期点検
Ｂ橋 一般国道 Ａ路線 31 1953 61 2011 Ｃ 主桁塗装 定期点検
Ｃ橋 一般国道 Ｂ路線 217 1997 17 2011 Ｂ 定期点検
Ｄ橋 一般国道 Ｂ路線 55 2002 12 2012 Ｃ 床版補修 定期点検
Ｅ橋 一般国道 Ｃ路線 72 1981 33 2013 Ｃ 主桁補修 定期点検
・・・
・・・
・・・

対策の内容・時期
橋梁名 路線種別 路線名

橋長
（ｍ）

架設
年度

供用
年数

最新点
検年次

対策
区分

⻑寿命化修繕計画の推進

長寿命化修繕計画（2014年度版）

毎年更新

長寿命化修繕計画（2015年度版）

※定期点検や詳細調査の結果を受けて、
毎年度、修繕計画を更新していく

長寿命化修繕計画
（2016年度版）

更新 更新

予算の平準化も考慮



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

橋梁補修箇所事例（1）

国道19号大原橋（長野市）
１９６３年架設 経過年数５０年超

【架設位置】

支承取り替え
橋脚補修 等

【補修内容】

施工前 施工後

施工前

施工後



国⼟交通省 関東地⽅整備局直轄国道の⽼朽化の現状

橋梁補修箇所事例（2）

国道19号大原橋（長野市）
１９６３年架設 経過年数５０年超

【架設位置】

伸縮継手取替
床版補修 等

【補修内容】

施工中 施工後

施工前

施工後



国⼟交通省 関東地⽅整備局地⽅公共団体への⽀援



国⼟交通省 関東地⽅整備局

地方公共団体の三つの課題（人不足、技術力不足、予算不足）に対して、国が各都道府県と連
携して、支援方策を検討するとともに、それらを活用・調整するため、「道路メンテナンス会
議」を設置

道路メンテナンス会議の設置



国⼟交通省 関東地⽅整備局

関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な
老朽化対策の推進を図ることを目的に、全都道府県で「道路メンテナンス会議」を設置

「道路メンテナンス会議」による地方公共団体の取組みに対する支援

・地方整備局（直轄事務所）
・地方公共団体
・高速道路会社
・道路公社
他

１．研修・基準類の説明会等の調整

２．点検・修繕において、優先順位等の考え方に
該当する路線の選定・確認

３．点検・措置状況の集約・評価・公表
４．点検業務の発注状況支援（地域一括発注等）
５．技術的な相談対応 等

体 制 役 割

道路メンテナンス会議の設置

老朽化した道路橋等の対策を効果的・効率的に行うため、
「長野県道路メンテナンス会議」(H26.5.28)を設置。
・設置の目的

円滑な道路管理の促進と道路施設等の老朽化対策を強化するため、長野
県内における高速道路、国道、県道、市町村道の道路管理者からなる「長野
県道路メンテナンス会議」を設置。

・構成
会長：長野国道事務所長,委員：国土交通省、長野県、東日本・中日本高速道路㈱、

長野県内全自治体、長野県道路公社他[104機関]



国⼟交通省 関東地⽅整備局道路メンテナンス会議の設置

◆ これまでの経緯
○ 平成26年 4月14日 － 社会資本整備審議会道路分科会建議
○ 平成26年 5月28日 － 第1回長野県道路メンテナンス会議
○ 平成26年 6月25日 － 定期点検要領を策定
○ 平成26年 7月 1日 － 維持修繕に関する省令・告示施行
○ 平成26年 7月22日 － 定期点検要領等説明会開催
○ 平成26年10月20日 － 第2回長野県道路メンテナンス会議
○ 平成26年11月 7日 － 橋梁点検に関する現場点検講習会
○ 平成26年11月12日 － 学生を対象とした見学会
○ 平成26年11月28日 －「長野県道路メンテナンス会議」橋梁点検講習会
○ 平成26年12月25日 － 第3回長野県道路メンテナンス会議
○ 平成27年 ６月 9日 －平成27年度 第1回長野県道路メンテナンス会議
○ 平成27年 8月25日 －平成27年度 第2回長野県道路メンテナンス会議
○ 平成27年11月 4日 － 現地橋梁点検講習会
○ 平成27年11月26日 － 「長野県道路メンテナンス会議」橋梁点検講習会
○ 平成27年12月24日 －平成27年度 第3回長野県道路メンテナンス会議

第1回 長野県道路メンテナンス会議
(H26.5.28)  状況



国⼟交通省 関東地⽅整備局

◆点検講習会の状況①（講義）

「長野県道路メンテナンス会議」橋梁点検講習会」
◆ 講習会の目的
地方公共団体の職員等を対象に、点検に関する法令、技術基

準の体系等に関する講習を行うとともに、現地にて点検、記録の
実習を行い、研修参加者の技術向上を図ること。

◆ 講習会の概要
実施日 ： 平成27年11月20日(金)
場 所 ： 【講義】 篠ノ井市民会館

【現場実習】新篠ノ井橋・篠ノ井橋(国道18号)
参加者 ： 長野県内の各自治体・関係機関 の計34機関（64名）

建設コンサルタンツ協会9社（39名）

道路の老朽化対策の本格実施に関する取組状況



国⼟交通省 関東地⽅整備局

◆点検講習会の状況②（現場実習）

道路の老朽化対策の本格実施に関する取組状況



「長野県道路メンテナンス会議」現地橋梁点検講習会

◆講習会の概要
実施日 ：平成27年11月4日(水)
場 所 ：座学 伊那市 いなっせビル

現場 伊那市市道 水神橋、野底橋
参加者 ：長野県南部地域の自治体・関係機関の２５機関（５４名）

◆講習の主な内容
座 学 ：橋梁点検のポイント

補修方法事例 （コンクリートの劣化機構、補修工法の選定、
補修工法事例紹介）

現地講習：水神橋 （劣化、損傷状況の講習）
野底橋 （点検記録様式記入の実習）

◆現地講習の状況（水神橋） ◆現地講習の状況（野底橋）

◆座学の状況

道路の老朽化対策の本格実施に関する取組状況 国⼟交通省 中部地⽅整備局



国⼟交通省 関東地⽅整備局技術的⽀援について

「学生を対象とした見学会 」（平成26年11月12日）

◆ 見学会の目的
○道路施設を適正に維持管理するうえでの課題となっている
老朽化対策として、道路管理者が実施している定期点検、補
修工事の状況を間近に見ることにより、将来の土木技術者を
目指す学生に、その重要性を学習していただくことを目的に
見学会を開催。

◆ 橋梁概要

・国道 19 号 大原橋（長野市信州新町日原東地先）

・橋梁形式：５径間連続鋼非合成鈑桁橋

・橋 長：１６９ｍ

・架設年次：１９６３年（昭和３８年）

◆ 参加者

・学 生：48名

・大学院生： 5名

・先 生： 3名



国⼟交通省 関東地⽅整備局技術的⽀援について

【補修工事】
地覆・防護柵

伸縮装置

橋の上の作業規制帯へ移動し、補修工事の説明。

橋梁の各部位の説明。機能など。損傷の説明。

支承（施工後） 足場内へ移動し、補修後の支承を見てもらい、機能について
説明。

支承（施工中） 補修中の支承を見てもらい、補修工事の施工上の留意点につ
いて説明。

【橋梁点検】

支承（施工前）

補修前の支承を見てもらい、橋梁点検の着目点について説明。

サイドブロック、沓座モルタル、支承機能の点検。

床版

鋼桁

橋梁の床版、鋼桁について点検調査を実施。

打音検査、浮き、剥離点検、ひび割れ点検（チョーキング）、の
実践。

腐食、亀裂点検、ゆるみ・脱落、溶接部、塗装状況の確認。

【試験】

磁粉探傷試験
点検車

疲労により発生する亀裂損傷の確認試験である「磁粉探傷試
験結果」を見学。

橋梁点検に使用する点検車についてのデモ。

◆ 見学会の内容

支承（施工前） 支承（施工後）


